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特集

毎
日
利
用
し
て
い
る
道
路
や
下
水
道
、船
舶
が
発
着
す
る
港
湾
な
ど…

…

。

私
た
ち
は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
利
用

し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
施
設
の
う
ち
、高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
整
備
さ

れ
た
も
の
は
今
後
一
斉
に
老
朽
化
し
て
い
き
ま
す
。国
土
交
通
省
で
は
平

成
25
年
を「
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
」と
し
て
、イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対

策
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
28
年
11
月
に
は
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
考
え
の
も
と
、「
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
を
早
期
に

発
見
し
安
全
を
守
る
た
め
の
技
術
や
、イ
ン
フ
ラ
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、今
、国
や
自
治
体
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
、イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
最
前
線
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

未
来
に
つ
な
げ
る

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策

写真はイメージです。本文とは関係ありません。
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イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
向
け
て

自
治
体
支
援・技
術
革
新
を

産
学
官
民
一
体
で
取
り
組
むで

あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
維
持
管
理・更
新
を
推

進
し
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
や
維
持
管
理
・
更

新
に
係
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準
化
な
ど
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

国
土
交
通
省
で
は
平
成
25
年
を「
社
会
資
本
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
元
年
」と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の

総
合
的
・
横
断
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
政
府
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
戦
略
的
な

維
持
管
理
・
更
新
な
ど
の
方
向
性
を
示
す
基
本
的
な

計
画
で
あ
る「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」が
同

年
11
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。国
土
交
通
省
で

は
、
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
が
管

理
・
所
管
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
更
新
な
ど
を

着
実
に
推
進
す
る
た
め
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
計
画
と
し
て
、「
国
土
交
通

省
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画（
行
動
計
画
）」を
他
省

庁
に
先
駆
け
て
平
成
26
年
５
月
に
策
定
し
ま
し
た
。ま

平成25年3月 平成35年3月 平成45年3月

18%

20%

25%

2%

8%

道路橋

トンネル

河川管理施設

下水道管渠

港湾岸壁

67%

50%

64%

24%

58%

43%

34%

43%

9%

32%
がんぺき

かんきょ

※1 建設年度不明橋梁の約30万橋については、割合の算出にあたり除いている。
※2 建設年度不明トンネルの約250本については、割合の算出にあたり除いている。
※3 国管理の施設のみ。建設年度が不明な約1,000施設を含む。(50年以内に整備され

た施設については概ね記録が存在していることから、建設年度が不明な施設は約50
年以上経過した施設として整理している。)

※4 建設年度が不明な約1万5千kmを含む。(30年以内に布設された管渠については概
ね記録が存在していることから、建設年度が不明な施設は約30年以上経過した施設
として整理し、記録が確認できる経過年数毎の整備延長割合により不明な施設の整
備延長を按分し、計上している。)

※5 建設年度不明岸壁の約100施設については、割合の算出にあたり除いている。

［約40万橋※1］

［約1万本※2］

［約1万施設※3］

［総延長：約45万㎞※4］

［約5千施設※5］

（橋長2m以上の橋
　　　　約70万のうち）

（水門等）

（水深-4.5m以深）

 （図1）建設後50年以上経過する社会資本の割合 

●
平
成
26
年
5
月
に
策
定
し
た「
国
土
交
通
省

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画（
行
動
計
画
）」に

基
づ
き
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
を
推
進
。

●
平
成
28
年
11
月
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

社
会
全
体
で
取
り
組
む
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会

議
」を
設
立
。

●
自
治
体
・
企
業
同
士
の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
場
と
し
て
、各
社
の
技
術
や

研
究
者
の
知
恵
を
活
か
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

技
術
の
向
上
・
水
平
展
開
を
目
指
し
て
い
る
。

ここが
ポイント！

イ
ン
フ
ラ（
社
会
資
本
）の

戦
略
的
な
維
持
管
理・更
新
へ

平
成
25
年
よ
り
対
策
を
開
始

私
た
ち
の
生
活
や
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
道
路

や
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
、高
度
経
済
成
長
期
以
降

に
整
備
さ
れ
た
も
の
が
今
後
一
斉
に
老
朽
化
し
ま
す
。

図
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、今
後
20
年
間
で
建
設
後
50

年
以
上
経
過
す
る
施
設
の
割
合
が
高
く
な
る
見
込
み

総  

論
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ン
ス
国
民
会
議
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、国

土
交
通
省
を
中
心
と
し
て
、
関
係
省
庁
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
実
行
す
る

上
で
は
、あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
、多
様
な
産
業
の

技
術
や
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

産
業
を
育
成
・
活
性
化
す
る
こ
と
も
大
切
な
目
的
で

す
。
そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
の
意
見
を

聞
く
こ
と
か
ら
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
、参
画
す
る
企
業
や
団
体
を
募
集
し
て
、平

成
27
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
80
者
ほ
ど
の
参

加
を
得
て
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
平
成
28
年

４
月
に「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」の
骨

組
み
を
決
定
し
ま
し
た
。
会
員
数
は
11
月
の
設
立
当

初
は
、
１
９
９
者
で
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
現
在
、

５
３
８
者
と
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。こ
の
会
議
の
入
会

資
格
は
、
国
民
会
議
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
十
分
な
意

欲
を
持
っ
て
活
動
に

参
画
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
、
団
体
、
行

政
機
関
ま
た
は
個
人

で
あ
る
こ
と
の
み
で

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
会
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
事

務
局
ま
で
提
出
い
た

だ
け
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
企

た
、国
土
交
通
省
で
は
、こ
の
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ

る
以
前
か
ら
、
一
部
の
分
野
で
個
別
施
設
計
画
の
策

定
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、行
動
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
個
別
施
設
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

戦
略
的
な
維
持
管
理・更
新
の
推
進

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
戦
略
的
な
維

持
管
理
・
更
新
を
推
進
す
る
た
め
、「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

サ
イ
ク
ル
の
構
築
」、「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・

平
準
化
」、「
自
治
体
へ
の
支
援
」な
ど
の
総
合
的
な
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築
」に
つ
い
て
は
、

個
別
施
設
計
画
を
核
と
し
て
点
検
・
診
断
、
修
繕
・
更

新
、
情
報
の
記
録
・
活
用
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
の
構
築

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準
化
」に

向
け
て
、施
設
の
機
能
や
性
能
に
関
す
る
明
ら
か
な
不

具
合
が
生
じ
て
か
ら
修
繕
な
ど
を
行
う
事
後
保
全
か

ら
、
不
具
合
が
発
生
す
る
前
に
対
策
を
講
じ
る
予
防

保
全
の
考
え
方
に
基
づ
く
長
寿
命
化
の
推
進
や
、新
技

術
の
開
発
・
導
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、イ
ン
フ
ラ
の
大
部
分
は
自
治
体
が
管
理
し
て

お
り
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
お
い
て
自
治
体
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
の
、
人
員
、
技
術
、
予
算
が

不
足
し
て
い
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ

と
が
困
難
な
状
況
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、研
修
の
充

実
・
強
化
、
基
準
類
の
体
系
的
整
備
、
財
政
支
援
な

ど
の「
自
治
体
へ
の
支
援
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
の
設
立

自
治
体
、民
間
企
業
か
ら
個
人
ま
で

多
様
な
会
員
が
参
加

豊
か
な
国
民
生
活
、
社
会
経
済
を
支
え
る
基
盤
で

あ
る
イ
ン
フ
ラ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
効
率
的
、
効
果
的

に
行
う
体
制
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
捉
え
、イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
考

え
の
も
と
、
平
成
28
年
11
月
、「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

インフラメンテナンス国民会議設立総会の様子

個別施設
計画

点検・診断 修繕・更新

情報の記録・活用

個別施設計画を核とした、点検・診断、
修繕・更新、情報の記録・活用

メンテナンスサイクルの構築

インフラメンテナンス国民会議ホームページ
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/im/
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業
で
は
建
設
業
を
は
じ
め
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
、
プ
ラ
ン
ト
業
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
他
、
電

機
メ
ー
カ
ー
や
材
料
メ
ー
カ
ー
や
保
険
会
社
な
ど
の

幅
広
い
業
態
で
、
ま
た
企
業
以
外
に
も
、
自
治
体・団

体
や
個
人
で
参
加
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。産
学
官
民

一
体
と
な
っ
た
組
織
と
な
り
、こ
の
よ
う
に
多
様
な
業

種
が
集
ま
る
こ
と
で
何
か
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
を
持
っ
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
と
企
業
、企
業
と
自
治
体
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
し
て
活
動

「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」は
、
社
会
全

体
で
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
む
機
運
を
高

め
、
未
来
の
世
代
に
よ
り
よ
い
イ
ン
フ
ラ
を
引
き
継
ぐ

た
め
、
産
学
官
民
が
有
す
る
技
術
や
知
恵
を
総
動
員

す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。

当
初
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
か
手
探
り

の
中
で
検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
う
ち
に
、企
業
は
技
術
に

求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
が
分
か
ら
な
い
、
自
治
体
は
ど
の

よ
う
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
最
適
化
を
図
っ
て
い
く
べ
き

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ

の“
分
か
ら
な
い
”部
分
を
解
決
す
る
場
と
し
て
活
動

し
て
い
く
こ
と
が
会
議
の
役
割
の
一
つ
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
現
在
は
、技
術
開
発
の
促
進
と
そ
の
技
術
を

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
現
場
に
活
か
す
た
め
、
企
業
マ
ッ
チ

ン
グ
や
技
術
開
発
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。「
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」は
、
民
間
企
業
と

民
間
企
業
、
民
間
企
業
と
自
治
体
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン

グ
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
２
月
に
は
、自
治
体
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

企
業
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
も
と
に
議
論

す
る「
自
治
体
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

遠
隔
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
可
能
な
ツ
ー
ル
を
利
用
す

る
こ
と
で
多
数
の
自
治
体
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
革
新
的
技
術
・
技
術
者
育
成
・
市
民
参

画
・
海
外
市
場
展
開
・
近
畿
本
部
を
含
む
６
つ
の
公
認

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
現
在
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
、民
間
企
業
同

士
の
民
民
マ
ッ
チ
ン
グ
、企
業
の
提
案
に
自
治
体
が
実

証
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
民
官
マ
ッ
チ
ン
グ
、
自
治

体
の
呼
び
か
け
に
企
業
が
応
じ
る
官
民
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
で
、普
段
交
流
が
な
い
人

た
ち
と
の
連
携
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
国
民
会
議
で
は
次
の
５
つ
の

目
的
の
も
と
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

❶ 

革
新
的
技
術
の
発
掘
と
社
会
実
装

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に

は
革
新
的
な
技
術
の
導
入
が
不
可
欠
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
の
発
掘
や
民
民
・
官
民
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
社
会
実
装
を
進
め
ま
す
。

❷ 

企
業
な
ど
の
連
携
の
促
進

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
の
問
題
は
膨
大
で
あ
り
、
一
企

本年2月に開催した自治体支援
フォーラムでは、自治体が抱
える課題について企業のアイ
デアやノウハウなどをもとに議
論。自治体のプレゼンを受けて
テーマ別に討議

プレゼンの様子

討議の様子

×○株式会社

民民

民 官

民官

わが社の技術を
活用できないか

わが社の技術を
活用できないか

こんな技術が欲
しい

コラボ技術を
提案します

わが社の技術
を提供します

実証フィールド
を提供します

凹凸株式会社

○×株式会社 △△市役所

株式会社凸凹

□◇県庁

企業×企業、企業×自治体をマッチングコーディネート 
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業
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
企
業
間
の
連
携
を
進
め
、
現
場
が
求
め
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
技
術
や
取
り
組
み
を
提
案
し
て
も
ら
い
、そ

れ
ら
を
現
場
に
導
入
で
き
る
よ
う
、企
業
間
の
連
携
の

促
進
に
努
め
ま
す
。

❸ 

自
治
体
へ
の
支
援

会
員
同
士
の
連
携
を
通
じ
た
革
新
的
技
術
の
導
入

に
よ
る
支
援
や
制
度
面
の
支
援
、
維
持
管
理
業
務
に

関
す
る
人
的
支
援
を
通
じ
て
、
効
率
的
・
効
果
的
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

寄
与
し
ま
す
。

❹ 

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
理
念
の
普
及

イ
ン
フ
ラ
は
国
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や
経
済
に
直

結
す
る
大
事
な
資
産
で
あ
り
、適
切
に
効
率
的
な
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
の
理

解
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

❺ 

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
市
民
参
画
の
推
進

道
路
や
河
川
敷
の
清
掃
な
ど
に
参
加
す
る
形
で
、

国
民
の
皆
さ
ん
が
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
参
画
し

て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
に
も
市
民
参
画
の

取
り
組
み
の
可
能
性
を
模
索
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
好
事
例
を

水
平
展
開
す
る
こ
と
で
解
決

国
民
会
議
の
活
動
を
通
じ
て
、
好
事
例
を
発
掘
し
、

水
平
展
開
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

街
路
樹
の
維
持
管
理
の
効
率
化
の
た
め
の
植
栽
管

理
手
法
を
探
索
し
て
い
た
三
重
県
桑
名
市
の
呼
び
か

け
に
、地
中
レ
ー
ダ
ー
を
用
い
た
低
コ
ス
ト
な
腐
朽
率

の
把
握
技
術
を
紹
介
し
、
現
場
試
行
を
実
現
し
た
官

民
マ
ッ
チ
ン
グ
の
例（
右
写
真
参
照
）や
、道
路
舗
装
面

点
検
の
効
率
化
の
た
め
の
道
路
舗
装
ひ
び
割
れ
解
析

サ
ー
ビ
ス
技
術
、地
中
の
空
洞
の
見
え
る
化
技
術
を
持

つ
民
間
企
業
間
に
よ
る
民
民
マ
ッ
チ
ン
グ（
次
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
紹
介
）な
ど
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、河
川
管
理
お
よ
び
災
害
対
応
の
高
度
化

を
図
る
た
め
の
革
新
的
河
川
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、Ｉ
Ｔ
、航
空
測
量
技
術
な
ど
の
最
新
技
術
を
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
※
の
手
法
に
よ
り
、新
た
な
技
術

開
発
を
進
め
て
お
り
、河
川
管
理
へ
の
実
装
化
を
図
る

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
11
月
に
は
、
国
土
交
通
省
の
ほ
か
、
総

務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

防
衛
省
が
所
管
す
る
施
設
に
つ
い
て
、優
れ
た
取
り
組

み
や
技
術
開
発
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス（
優
れ
た
成

功
事
例
）を
表
彰
す
る「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大

賞
」が
創
設
さ
れ
、
国
民
会
議
を
通
じ
て
こ
の
賞
へ
の

募
集
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
大
賞
」に
は
２
４
８
者
の
応
募
が
あ
り
、
４
月
に

は
各
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
受
賞
し
た
案

件
に
つ
い
て
も
国
民
会
議
の
内
外
で
共
有
し
、水
平
展

開
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
だ
け
で
な
く
、企
業
や
自
治
体
、国
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
よ
り
よ
い
イ
ン
フ
ラ
を
未
来
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

三重県桑名市と応用地質株式会社の試行例。植栽
を切ることなく、スピーディーに腐朽診断が可能に
（平成29年2月）

 実際の断面と解析結果の例 

マッチングの事例
が増えてきてい
ます。

特集 未来につなげるインフラ老朽化対策
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